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と
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應
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.
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應
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に
滿
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に
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解
の
相
違
は
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般
的
に
は
そ
の
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問
的
硏
究
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對
象
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:せ
ら
れ
る
勞
働
に
關
す
る
、概
念
の
相
違
に
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又
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に
歸
.せ
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れ
る
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あ
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時
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せ
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れ
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.こ
と
が
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あ
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.て
は
必
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し
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概
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を
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な
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以
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に
於
い
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極
く
簡
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に
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働
科
學
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は
何
ぞ
や
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の
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問
に
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し
て
こ
の
名
稱
が
如
何
に
し
て
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々
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る
見
解
の
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使
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せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
を
先
づ
讃
蓉
に
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さ
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思
ふ
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働
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學
を
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つ
て
最
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に
解
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す
る
も
の
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て
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彼
の
見
解
に
依
れ
ば
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r
b
e
i
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.と
は
物
哩
學
上
の
、
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物
辱
上
の
敎
育
^
上
の
、
哲
學
的
I
歷
史
的
、
吏
ら
に
文
法
#:
學
上
の
概
念
で
あ
つ
て
、
吾
々
は
勞
働
を
以
つ
て
狹
義
に
單
な
る
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間
の
體
驗
形
態
に
關
せ
し
め
て
は
な
ら
ぬ
0」

と
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ふ
に
あ
ク
て
、
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化
概
念
と
し
で
の
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働
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.關
す
る
多
方
商
に
渡
る
學
問
的
諸
硏
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總
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し
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學
な
る
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な
る
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に
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別
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つ
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ぬ
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彼
に
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つ
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科
學
中
に
.包
括
せ
ら
れ
る
諸
硏
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働
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坐
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術
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め
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敎
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働
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勞
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經
濟
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學
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し
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科
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な
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名
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を
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ひ
た
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含

9
に
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へ
ば
、「

人
體
の
作
用
の
^
檫
相
を
實
驗
的
硏
究
に
供
し
、 

勞
«
の
最
善
'の
：條
件
を
發
見
し
、
疲
勞
を
探
究
し
、
且
.つ
產
業
资
働
0.
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«
的
_

^
置
く
暴
ふ
趨
勢」

而
し
て「

此
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方
而
に
試
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學
者
.の
努
ヵ
0
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を
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セ
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は
勞
働
科
學
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宜
い
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现
學
的
諸
發
見
を
勞
働
階
級
の
た
め
^-
役
^
た
し
め
得
石
も
の
で
^-
み
と
考
べ
た
0
.
'

(

詩

)

即
ち
今
日
の
言
業
で
^

へ
ば 

> 勞
働
の
.合

 ̂

化
、単
忆
勞
働
結
艰
の
經
濟
的(

私
經
濟
的)

考
，處
で
，は
な
：く
、嚴
働
び
翁
適
>至
#;
の
諸
倐
件
.の
樑
究
の
.た
め
の
钜
理
學
的
並
に
心
现
學
的 

硏
r
を
位
接
す
る
實
踐
的
科
學
と
し
て
勞
働
科
學
の
#.
在
が
考
‘へ
b
れ
た
。
か
く
の
如
き
見
解
は
今
日
吾
國
に
於
い
て
は
倉
敷
の
勞
働 

科
學
硏
究
所
忙
於
い
て
バ
託
5

又
ゥ
ナ
ー
シ
の
勞
働
局
に
於
い
て
S

C
見
出
さ
れ
得
る
。
而
し
て
此
等
の
見
解
に
特
徵
的
な
る
點
-
H.、 

勞
働
科
學
の
目
的
と
す
る
所
が
勞
働
階
級
の
た
め
の
科
學
的
鱉
踐
的
硏
究
を
行
ふ
こ
と
を
意
識
的
に
明
確
に
述
ベ
て
ゐ
る
點
で
あ
る
。 

が
し
か
し
乍
ら
そ
の
科
學
的
内
容
並
に
檢
に
そ
.の
實
踐
的
方
面
に
於
：い
て
.、
こ
の
見
解
に
莪
く
勞
働
科
學
が
、
架
し
て
眞
に
ブ
ロ
レ
タ 

V-
ァ
ー
ト
.の
た
め
の
科
學
で
あ
る
か
否
か
は
私
に
は
遊
だ
疑
は
じ
：い
0
ヴ
換
言
す
れ
ば
そ
の
社
會
經
濟
的
意
義
：は
單
に
l

il
H
社

會

政

策
的 

意
義
以
上
に
出
で
な
い
も
の
で
あ
る
と
沄
つ
て
党
い
o
.蓋
じ
其
處
で
は
勞
働
に
關
す
る
諸
研
究
は
勞
働
の
眞
、に
現
實
的
具
體
的
硏
究
か 

ら
は
數
步
離
れ
て
ゐ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
ん
間
勞
働
の
歷
史
的
社
會
的
考
察
が
欠
け
て
ゐ
。る
許
り
で
は
な
く
|

勞
働
の
個
人
心
理
擧

的
並
に
社
會
心
琊
學
的
硏
究
が
勞
働
激
ん
格
の
發
展
に
關
聯
ぜ
し
め
て
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
：-
又
そ
の
硏
究
ガ
法
は
從
來
發
M
し
來

れ
る
實
驗
室€

：

に
於
け
る
杣
象
的
な
方
法
に
多
く
銮
い
：て
'ゐ
る
|

七〕
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:

ノ
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こ
の
社
會
政
策
的
特
微
か
ら
離
れ
て
、
右
の
如
き
見
解
に
迤
く
勞
働
科
學
な
る
名
稱
は
勞
働
生
理
學
的
硏
究
と
精
神
技
術
學
的
硏
究 

と
の
兩
部
門
を
包
接
す
る
も
の
で
あ
.つ
て
、
人
間
の
勞
働
が
、
生
理
的
.心
理
的
現
象
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
が
故
に
、
赞
踐
的
科
學
的
硏 

究
の
意
圖
か
ら
.は
こ
の
こ
と
が
便
宜
で
あ
り
、
且
つ
有
効
で
ぎ
る
•と
見
做
さ
れ
.て
.ゐ
る
と
考
へ
て
い
^
t
o
,
勿
論
勞
働
科
學
±
、
私
が
土 

處
に
'

T

括
せ
.る
見
解
'の
中
に
あ
つ
て
も
、
そ
れ
自
體
論
理
的
に
系
統
付
づ
け
.ら
れ
た
一
科
學
で
あ
る
こ
i
を
主
張
す
る
.も
の
も
あ
る
が
、
.

§
6

そ
の
科
學
的
內
容
が
科
學
的
硏
究0-
實
踐
的
應
.用
：の
嚴
視
.に
恶
く
も
の
で
あ.る
こ
と
は
否
免
し
得
な
い0
ハ
訪
九〕 

.

M
ら

にJ
.

穿

S

の
思
解
に
.從
へ
ば
、
人
間
の
勞
働
ば
文
化
現
象
で
.：あ

り

、

銃

一
あ
る
坐
活
瑰
a
で
あ
る
。
從
っ
て
勞
働
の
合
固 

的
な
る
形
成
は
眾
：に
蹲
働
の
一
面
的
な
考
察
か
ら
は
：不
充
分
で
'あ
..っ
'て
、
勞
働
坐
汲
の
有
ゆ
る
方
.面
を
包
括
す
る
科
學
的
規
準
に
港
か 

ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
‘科
學
的
硏
究
ひ
應
用
の
企
圖
か
ら
彼
の
解
す
る
勞
働
科
學
は
前
述
の
.R.

G
i
e
s

ゃ
の
見
解
に
類
似
す
る
も
の
.で
あ 

る
が
、
事
實
は
彼
の
晃
解
に
於
い
て
.は
勞
働
の
生
理
學
的
研
究
並
.に
そ
の
應
用
心
理
學
的
硏
究
が
主
.と
し
て
重
要
視
せ
ら
に
、
實
踐
的 

.
科
學
と
し
て
の
勞
働
科
學
の
、

H-一

た
る
內
容
を
な
し
て
ゐ
る
。
只
だ
此
處
に
附
言
す
べ
き
こ
と
は
、.
.彼
はArbeitswissenschaft

を
以
つ 

て
服
川
科
學
で
は
な
く
純
理
論
的
說
明
的
科
學
な
り
と
解
し
、
こ
れ
に
對
し
てA

r
b
e
i
t
s
k
u
n
d
e
.

を
以
っ
て
勞
勸
^
へ
ロ
目
的
な
る̂

成 

.の
装
礎
を
提
供
す
る
應
用
科
學
な
り
と
解
し
'.て
居
り
、
吾
々
に
.は
共
に
勞
働
科
學
と
_
さ
；れ
得
：

る
：！

画
の
官
葉
を
用
ひ
て
.ゐ
る
こ

と
で

t
o
* 

i

s

- 
.•
,.
.:

以
上
の
諸
觅
解
に
比
し
てW
'

 

2
-̂
皆

5
.
:
:
の
見
解
は
遙
か
に
特
異
の
も
の
、で
あ
る
0

§
 

C
彼
に
從
へ
ば
勞
躕
は
具
澧
的
な
文
化 

.現
象
で
あ
っ
て
、勞
働
に
於
い
て
そ
の
行
爲
中
客
觀
的
な
愦
値
の
作
出
が
企
圖
せ
ら
れ
る
-:
°
而
し
て
.&
.の
；意
圖
は
心
现
的
事
象
で
あ
り
、 

そ
の
動
機
と
仕
事
と
價
値
と
が
勞
働
.を
權
成
す
る
。
.か
く
T
彼
は
文
化
現
象
と
し
.て
.の
勞
'働
に
於
y>
て
4
、體
的
な
人
|1
1
1を
探
究
せ
ん
と 

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
，に
特
異
.な
の
は
勞
働
動
機
の
；4
理
學
的
硏
贫
で
|

0
こ
の
.勞
働
に
於
け
'る

具

體

的

&

^

^

彼

の 

見
解
に
.依
れ
ば
、
從
來
.；の
そ
し
て
又
今
日
の
勞
働
に
關
.す
る
.
■
種
の
.-心
：理
學
的
硏
究
並
_に
.そ
0 .
諸
傾
向
の
勞
作
に
於
い
て
は
未
だ
不
充 

.分
で
あ
る
。
藎
し
そ
れ
は
勞
働
0
部
分
的
な
、
從
っ
.て
..叉
.抽
象
的
：な
人
麗
究
で
：あ
各
か
\>
或
は
.人
間
.で
ば
.な
く
し
て
、
単

勞
俲
科
學
就
い
て 

i
 

C

六
.六
b

o



勞
俲
科
學
に
就
ぃ̂

六
'

、(

六
六
四
y
 

1
K

ふ
線
械」

i
n
s
t
n
m
l
e
n
t
i

 

v
o
c
a
l
e

を
.餘
說
.^.
^

て
ゐ
る
^ '
過
ぎ
^

い
^:
ら
で
.あ
.石
0

'が
く
て
：彼
0 :
特
に
排
斥
す
る
所
は
單
な
る
抽
：
 

象
'的
な
、.貧
驗
室
內
に
於
け
み
實
驗
心.现
學
敗
硏
究
で
あ
りI

蓋
し
實
酚
窒
：内
に
於
い.て
作
業
を
行
ふ
被
驗
者
と
現
實
の.產
業
勞
働
：
 

に
從
事
ず
る
勞
働
者
と
の
一
心.的
態
度
は
全
く
異
れ
る
も
の
，で
あ
る
か
ら

——

.又
眾
に
因
艰
關
係
を
追
及
す
る
心
理
學
的
硏
究
で
あ
.る
0 

私
は
此
處
に
彼
の
硏
究
の
部
細
を
傅
へ
る
豫
暇
を
待
た
.ぬ
が
、.
彼
が
勞
働
科
學
な
り
と
し
で
解
ず
る
所
の
も
の
•は
、
前
述
の
如
く
、
文. 

化
现
象
と
し
て
の
勞
働
、
そ
の
具
體
的
な
心
理
學
的
な
人
！

I

硏
究
で
あ
つ
て
、

こ
の
彼
の
勞
働
心
现
學
的
、
如
ち
勞
働
科
學
的
硏
究
の

■ 

立
場
か
ら
は
*
從
來
の
人
間
努
働.に
關
す
る
諸
傾
向
の
心
理
學
的
硏
究
が
批
判
.せ
ら
れ
，て
ゐ
る
。

•
こ
、れ
を
今
日
の
精
神
技
術
學
に
就
い
て
見
れ
ば—

勿
論
彼
は
精
神
技
術
學
を
否
定
す
る
も
.の
で
は
な
い
が—

彼
の
見
解
に
依
れ 

ば
、.嘗
つ
て
K
, m

e
r

g

が
實
驗
的
經
濟
心
现
學
の
最
高
の
任
務
が
、「

過
度
の
、
勞
働
，に
於
け
る
心
的
不
滿
足
、
心
的
萎
縮
、 

腿
迫
及
び
心
氣
徂
喪
を
全
然
除
去
す
るj

に
あ
る
と
云
ふ
場
合
に
は
、#

々
は
.初
め
て
此
處
に
人
間
機
械
に
關
す
る
物
的
技
術sachte— 

c
h
n
i
k

に
對
し
て
.眞
の
人
的
技
術
：

M
e
n
s
c
h
e
n
t
e
c
h
n
i
k
;

に
遭
遇
す
る
。
か
く
て
精
神
技
術
學
に
.取
つ
て
は
坐
產
奔
は
完
全
な
意
莪
に
於 

い
て
人
間
で
あ
り
、
虫
產
の
必
要
を
害
す
る
こ
と
な
く
幸
福
を
耍
求
す
る
の
權
利
を
有
し
.て
ゐ
：る
、
し
か
し
乍
らM

c:n
ster

b
e
r
g

以
後 

の
精
神
拔
術
學
に
於
い
て
は
經
濟
的
•
物
質
的
概
念
が
特
徵
的
で
あ
つ
て
、
そ
.の
對
象
と
す
名
人
間
は
經
營
の
一
要
素
た
る
に
過
ぎ
な 

い
0
而
し
て
そ
れ
は
經
濟
概
念
か
ら
す
る
抽
象
で
あ
る
。
§
-
>

か
く
の
如
く 

s
i
a
s
b
e
r
g

 

,は
今n

i

の
精
神
技
術
學
に
對
し
て
批
判
を
- 

行
ふ
^
の
：で
.あ
る
が
、
' こ
れ
は
確
か
：に
精
1

術
學
に
加
へ
ら
る
.べ
き
批
判
の
贯
耍
な
る
一
點
を
'な
す
も
の
で
あ
る
0 

、
最
後
に
M
g
s
g
r
g
の
.罾
}1
^{
-

^
に
對
す
る
私
の
批
判
を
附
加
し
て
置
か
ぅ
。
彼
の
勞
働
科
學
的
硏
究
に
於
ぃ
て
觅
視
せ
ら
れ
る
動

機
に
關
す
石
心
理
學
的
硏
究
は
来
だ
勞
働
者
人
格
の
完
-全
な
，る
研
究
で
は
な
い
。
捵
言
す
れ
.ば
動
機
に
關
す
る
具
體
的
な
、
分
析
的
な 

.研
究
が
假
令
祥
細
に
行
は
れ
得
た
に
し
.て
も
、
.勸
機
の
硏
究
自
體
は
直
ち
に
勞
働
素
人
格
の
硏
究
，に
置
き
代
へ
る
譯
け
に
は
行
か
ぬ
。 

更
ら
に
彼
が
動
機
を
問
題
に
す
名
の
は
確
.か
に
經
濟
讷
な
能
摩
問
趣
*'
$
:中
核
と
す
る
今
日
の
精
神
妓
術
學
の
ィ
デ
ォ
：1
ギ
ー
を
脫
却
す 

.る
も
の
.で
は
な
い
。
美
€

人

間

行

爲

め

動

機

は

，人
間
の

.活
勸
を
、.
:#
9
て
勞
働
作
業
を
规
宛
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
く
て
勞
働
結
果
の 

大
小
は
勞
働
に
於
け
る
人
問
的
.動
機
へ
：
の

虐

接-0
關

係

に

立0
.て
；居

る

か

ら

で

あ

る
0
彼
の
勞
働
科
學
は
、
か
く
の
如
く
に
し
て
、
令

:

日

の

精;?
|

技

術

學

と

丨|

こ

れ

に

對

す

る

彼-C
o

' t
t

' ^
g

:̂
一
 

場

に

も
^

ら

ず
-

-
同

じ

ィ

デ

オ

ロ

ギ

ー

の

上

に

立

つ

も

の

で

あ

る

と

宏

つ

:

て

，
い

ふ

。
.
而

し

て

こ

の

こ

' ^

は

彼

の

勞

働

科

#

的

硏

究

の

實

踐

的

な

方

商

を

見

れ

ば

明

か

で

あ

つ

て

、

其

處

で

は

彼

は

彼

の

研

究

の

結
 

.乘

を

社

會

政

策

的

方

策

：
に

駔

立

'
て

:>
明
.か

：
に’現

實

の

社

會

經

‘濟

的

狀

勢
' -
:の

妥

協

的

態

度

を

濃

厚

に

示

し

て

ゐ

.る
0
<
註
1
ー5

.吾

々

は

最
 

早

や

、

勞

働

者

人

格

の

發

族

を

具

體

的

.
に

規

定

す

る

所

の

規

實

の
社

會

經

濟

的

事

情

の

鮮

明

と

こ

れ

に

基

く

心

理

的

硏

究

を

、

彼

に

於
 

い
.て

期

待

す'る

こ

と

は'出

來

ぬ

。
：
，

.

勞

働

科

學

に

關

ず.る

以
"上

の

諸

家

の

見

獬

は

勞

働

生
'理

學

並

に

赭

神

技

術

攀

の

廢
«

に

：
伴

ふ:'
"

兎

も

角

寶

か

れ

惡

か

れ

そ

れ

等

の

科
 

學

的

諸

硏

究

を

重

：要

な

栽

礎

と

b

て

待

つ
.
一

つ

の

，
傾

向
.で
，あ

り
、
.
.從

つ

.
て

そ

の

論

考

は

總

て

勞

働

_生

，趣

學

者

で

あ

る

.
か

或

は

應

用

心

理
 

學

者

で.あ

る
0
_
か

く

の

如

き

倾

向

と

正

：
に

反

對

忙

經

濟

學

；
の

.方

商

か

ら

以

士

の

勞

働

斜
.學

的

乃

至

姐

精

神

技

術

學

的

硏

究

.
に

近

づ

か

ぅ
 

と

す
'る

も

の

が
0
. S

d
m
i
t
z
e

の

勞

働

科

學

に

關

す

る

見

解

で

あ

る

。
，

.即

ち

彼
'
の

，
：
云

丄

劈

慟

科

學

的

'研

究

社

純

經

濟

的

要

求

か

ら

，
出

發
 

し

弋

人

間

心

理.の
1

に
_

る
^

で

あ

づ

そ

、
人

間

心

裡

杷

關

，す

る

硏

究

の

結

课

财

實

践

讷

览

对

.經

濟

的

考
«

の

裡

に

獬

決

ぜ

ら

れ̂
0

就
ぃ
t 

'七

'0
|ハ
六
.五
>

1
li

I

雪
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六
I

f 
一.
5

¥し
て
#
の
勞
働
科
學
0
出
發
點
を
な
す
經
濟
學
的
見
解
は
次
^
の
如
く
で
'あ
：：$
 

刹
益
の
^
却
、
. 

私
經
濟
的
利
益
と
國
民
經
濟
的
利
益
の
調
和
を
信
ず
.る
も
の
：で
あ
っ
て
、>
%の
言
葉
盤

^
^

の
同
時
性
の
契
機
を
通
じ
て
倔
人
主
義
的
自
协
主
義
的
思
想
と
社
會
^
見
她
杧
立
っ
由
心
想

-^
克
述
結
す
る
經
濟
政
策
上
の
ィ
デ
ォ
ロ.
 

f 

1

1

Mら
に
彼
.は
こ
れ
を
稱
し
.て
、
丨「

社
會
的
手
段
體
系
に
於
妙
る
愁
望
充
足
の
同
時
性
め
原
1
.
-か
ら
'出發する。即
ち
、經濟政 

策
生
產
政
策

^
に
社
#
政
%
は
雜
_て
社
會
經
濟
に
於
け
る
經
濟
的
關
連-0
咖
く
の
：如
-#
認
識
^
甚
く
冬
'の
^
あ
っ
て
、
h
ベ
の
^
き
‘ 

意
義
に
於
い
て
'は
社
#
政
策
も
、
.唐
政
策
も
亦
私
企
業
の
經
營
政
策
も
共
に
經
濟
政
策
に
從
屬
せ
し
め
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る

o

帀 

し
て
勞
働
科
學
の
任
務
と
す
る
所
は
生
產
杧
於
け
る
勞
働
能
率
の
生
產
政
策
的
見
地
に
於
い
て
.資
本

»
勞

働
0
問
，題
.を
取
锻
ふ
に
あ
る< 

か
く
て
勞
働
科
學
的
硏
究
：の
た
め
に
は、
，.
.
勞
慟
の
，能
率
を
左
右
し
在
っ
多
様
に
變
異
す
^
^
^
^

科
學
と
に
渡
っ
て
の
■廣
汎
な
る
知
識
を
必
要
と
：す
る
O

S
一
 
五)

が

泚

處

に

.彼

が

勞

働

科

學

の

間

題

と

し

て

21
:
視
す
る
も
の
は
、
從
來
勞 

働
能
S

原
因
と
法
則
に
關
す
る
硏
究
に
於
い
て
多
く
輕
視
せ
ら
れ
て
f

問

;®
、
即
ち
心
的
動
機
士
调
代
の
社
會
生
活
の
多
様
な
^
^ ̂

諸
條
件
の
下
.に
於
け
る
そ
.の
實
現
性
の
問
題
、
更
ら
に
そ
の
意
味
養

)

の
‘研
究
で
あ
っ
て
、4

れ

は

個

人

、
レ

现

學

的

な

方

法

並

に

社

き
 

心
理
學
的
觀
察
方
法
に
於
い
て
行
は
れ
得.る
と
被
は
考
へ
て
，ゐ
るO

C

I

C

',:
■ 

s
c
h
l
e

の
，勞
働
科
學
は
、
か
く
の
如
く
に
し
て
、
社
會
經
濟
的
問
題
の
經
濟
學
的
也
發
點
か
ら
す
る
勞
働
の
心
酒
學
的
硏
究
で
あ 

h

v
勞
傲
科
學
は
勞
働
能.率
增
進
の
經
濟
的
考
禪
に.對
す
る
實
踐
的
；な
親
準
と
可
能
性
を
硏
究
す
.る
一
.應
用
.科
學
で
あ
る
と
解
せ
ら
吖 

る
。
.力
く
の
勿
き
勞
働
科
學
に
對
し
て
批
判
す
べ
き
點
は
、
先
づ

#

の
經
濟
學
的
出
發
點.で
ぁ
り
、
勞
働
能
準
增
進
な
る
氈
踐
的
因
的

で
あ
る
、
が
こ
れ
等
の
問
題
に
就
い
て
は
私
は
多
少
と
も
別
に
機
#
に
こ
れ

を
論
じ
て
置
い
た
が
故
に
、
此
處
に
再
び
こ
れ
を
繰
返
す 

.
こ
と
を
避
け
度
い

と
思
ふ
。
s
i七〕

只
だ
最
後
に
が
勞
働
能
率
の
增
進
に
關
聯
せ
し
め
て
動
機
に
關
す
る
心
理
學
的
硏
究 

を
行
は
ん
と
す
る
意
圖
は
、
前
述
のE

H
a
s
b
e
r
g

に
比
し
て
讀
者
.に
對
し
て
は
遙
か
.に
直
齔
に
勞
働
科
學
の
資
本
主
義
的
意
義
を
明
瞭 

に
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
つ
て
い
X
。
更
ら
に
前
#
が
勞
働
の
意
味
關
連
を
問
題
に
す
る
の
は
勞
働
を
以
つ
て
文
化
現
象
で
あ
る
と
見 

る
所
以
で
あ
つ
て
、
そ
の
解
す
る
勞
働
科
學
は
後
者
の
そ
れ
に
^

’だ
し
く
類
似
す
る
も
の
で
"あ
る
と
云
づ
て
{
1か
ら
.ぅ
。

.
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F. Baigarten

女
史
も
勞
働
科
學
な
る
語
を
甞
；つ
て
使
沿
し
て
ゐ
る
が

(

そ
<0
-
著
>
£̂-
5$
*̂
3
5<
:泣̂u. Psychotechnik in Ru.

:

,

I

.
 

1924〕

そ
の
用
法
必
ず
し
も
明.確
で
は
な
い
o
.只
だ
：精
神
技
術
學
の
，外'に
勞
働
生
理
學
的
諸
研̂
並
.に
；7

名
.
.

Taylor:

に 

發
す
る
經
營
政
策
の
.如
き
も
の
を
同
時
に
包
含
す
石
も
の

\

如
ゃ
で
あ
.る
が
，、..索
よ
め
彼
女
に
あ
つて
は
勞
働
科
學
な
る
名
稱
は
厳
密 

勞
働
科：

學
に
就
い
て 

 ̂

(

六
六
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傑

科

m

tz

M

い

て
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I

d
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(
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：六
八) 

:な
る
弁
萣
を
受
け
て.
ゐ
る
’の

セ

は

な

-<
恐
ら
く
便
宜
上
：の
名
稱
に
止
ま
る
や
ぅ
で
ぁ
.る
9
'
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註
一
.七
ぉ
稿
糈
神
技
術
學
の
危
機(

三
田
學
會
雜
誌
第
二
十
六
卷
.
'第
十
號)

. 

/
' 

.
拙
著
資
本
主
薩
f

技
術
の
問
題(

世
思
經
濟
問
題
講
座
第
五
囘
配
本
中〕

=
1

, 

.
-

以
上
勞
働
1

關
す
る
諸
見
解
の
輩
な
る
紹
介
と
こ
れ
に
對
す
る
|

 
一
 

I

述
べ
だ
.の
で
ぁ
る
が>

 

I

の

諸

參
 

通

じ

て

勞

働

科

學

は

尙

ほ

未

だ

馨

に

は

て

科

學

と

し

を

f

f

れ
て
度
な
い
。
,

S

合
は
別
と
.し
て
、
I

I
。

或
は
I

倉
I

働
f

 

I

I

,
号

i

l

l

象

德

學

I

f

並
S

霧

學

の

兩

方
面
を
包
含

す
f

の

で

ぁ

っ

て

饔

に

勞

働
2 .
.
ロ

理

北

を

行

は

ん

と

す

る

應

用

的

目

晰

£

す

る

科

學

时

硏

究

と

し

て

は

'そ

の

應

用

的

羼

に
 

於
い
て
兩
荽
無
視
し
得
な
い
が
故
に
ブ
领
硏
究
部
n
を
包
接
す
る
た
め
の
學
問
的
名

撕

と

し

て

f

科

學

I

名

稱

が

锘

せ

ら

れ
 

た
4

へ
て
差
支
へ
な
々
か
く
て
そ
れ
は
I

上
の
學
問
的
名
稱
以
上
で
震
。
更
ら
に
I

I

普

f
t

z
e

の
場
合

に
は
共
に
精
神
技
術
梁
丈
け
に
は
滿
足
し
得
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
•從
來
多
く
輕
視
せ
：ら
れ
來
つ
た
文
化
現
象
と
し
て
の
勞
働
に
關
ず 

る
心
理
事
的
硏
究
を
目
的
.と
す
る
も
.の
で
あ
り
、
こ
の
新
嘉
の
蜜
に
對
し
て
勞
働
科
學
な
る
名
稱
が
採
用
せ
ら
れ
た
と
見
て
い
夂
。 

し
が
し
乍
ち
、
こ
れ
と
て
も
私
見
を
以
つ
て
す
れ
ば
精
神
枝
術
學
の
新
發
展
倾
向
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、

w
Hasberg. 

が
指
摘
す
る
が
如
く
精
神
技
術
學
の
.創
說
考
で
あ
る
.

,ns
t
e
r
b
e
r
g

へ
の
反
省
の1

っ
の
結
果
で
も
あ
る
。
從
つ
て
吾
々
.は
こ
の
勞 

働
，科
學
.の
#
在
の
意
義
に
關
し
て
は
今
白
；一
般
の
精
神
技
術
學
の
意
義
以
上
に
多
く
の
も
の
を
望
み
得
な
い
0

.

;.

...

こ
れ
等
の
諸
見
解
と
は
異
つ
.て
、
勞
働
.科
學
を
以
つ
て
獨
立
の
因
娛
科
學
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
は0

, 

L
i
p
m
a
n
n

で
あ 

名
。
彼
は
旣
忙
'2
:
の
事
を
數
年
前
0
著
作
に
於
い
，て
注
張
し
た
の
.で
あ
る
が
、
最
近
又
從
前
の
見
解
を
補
疋
し
、
且
つ
そ
の
科
學
體
系 

を
吾
-タ
.に
：示
し
.て
ゐ
る
0 

6

1

6

:

:

.

'

パ
.
.
'
■ 

;
• 

/

:

ハ
:

.

.

.

.

；

私
は
以
下
彼
の
努
働
科
學
に
關
す
^
見
解
の
概
要
を
■傅
へ
、
且
っ
，私
の
こ
れ
に
對
す
る
批
判
を
加
.へ
て
見
度
い
と
思
ふ
。

..

.

註
一
八
此
處
に
沄
ふL
i
p
m
a
n
n
:

の
一
一
著
作
に
就
い
て
は(

註
一〕

を
見
ら
.れ
度
し
。
尙
ほ
彼
の
數
年
前
の
著
作
の
內
容
は
旣
に
金
子
弘
氏
に 

.

依
っ
て
傲
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
.

(

同
氏
勞
働
學
の
機
成W

其
勞
働
瀋
故
の
研
,

商
學
研
^

第
一
號
：1

九
.三
ニ
年)

,73
' 

* 

'
' 

.

■ 

, 

. 

- 

. 

'
. 

‘ 

. 

.

.
•
- 

.

.

. 

. 

.

.

.

. 

:
 

•
,
 

•
' 

; 

-
• 

•

.

.

.

. 

.

.

.

,

L
i
p
m
a
n
n

.

は
勞
働
科
學
を
定
義
し
て
、「

作
業
力
：Leistungsbelreitsdlaf.t

の
諸
條
仲
0諸
決
定
要
因)

と
そ
の
諸
微
ib
*
と

.

に
關
す
义 

科
學
で
あ
：る
。し
と
述
べ
て
ゐ
る
。
此
處
に
例
へ
ば
、
職
業
適
牲
、
席
齡
"
勞
働
時
間
、
賃
銀
、；
作
業
速
度
等
々
：は
、
そ
れ
等
と
作
業
力 

と
，

Q

間
に
因
果
關
係
の
存
す
る
限
り
、
換
言
す
れ
ば
、
：そ
の
變
更
或
.は
相
違
が
作
業
力
の
變
化
或
は
相
違
を
結
艰
す
る
限
り
、
作
業
力 

勞
働
科
學
に
就
い
て 

二

：

1
(

六
六
九〕



勞
働
科
學
に
就
ぃ
て
.

r

.

lハ
六
七
〇)

の
決
定
要
因
な
り
と
考
へ
ら
れ
る
0
.
.而

.:
1
>て
.か
く
の
.如
き
依
徉
關
係
の
葙
在
、
又
あ
る
決
定
要
因
が
洳
何
愈
る
程
度
に
作
業
ヵ
に
杉
# 

す
る
か
を
確
證
す
る
た
め
に
は
ハ
作
業
力
の
變
化
が
{1
)
經
續
的
.

(

時
.間
的)

比
較
に
依
る
か
、
或
は
俾
同
時
的
比
較
に
侬
つ
て
*-
•
決
^
要 

因
の
^
異
に
從
鳳
せ
し
め
ら
れ
ね
ば
'な
ら
■，ぬ
，
.0
之
：
の
：比

較

に

於
‘い
て
.決
.定
耍
因
の
相
違
は
：1
搬
に
徽
量
的
.に
亚
確
に
示
さ
れ
得
る
も
の 

で
あ
る
が
、
作
業
カ
の
大
小
；は
直
接
に
は
疋
確
に
判
定
し
得
な
い
。
勿
論
勞
働
生
理
學
並
に
勞
働
心
现
學
は
作
業
力
の
成
因
で
あ
る
作 

業
能
性Leistu

-(g
s
;
f
l
g
k
e
i
t

及

び

議

自

意

s
e
l
b
s
t
b
e
a
l
r
u
c
h
u
n
g

の
硏
究
を
行
ふ
も
0
で
あ
る
が
、
そ
.の
旰
究
の
結
梁
は
未
ヤ 

完
全
に
成
功
し
て
居
ら
ぬ

し

、

‘又
作
業
の
結
艰
及
び
作
葉
カ
の
大
小
變
化
を
問
題
に
し
て
作
*
力
の
成
因
を
問
題
と
し
な
い
勞
働
科
學 

の
實
踐
的
住
務
に
對
し
て
は
何
の
用
も
な
さ
な
い
0
こ
れ
に
反
し
て
作
業
カ
の
徵
候
は
作
業
カ
の
大
小
如
何
に
從
つ
て
數
^
的
に
示
さ 

れ
得
る
o
即
ち
勞
働
生
産
物
の
數
量
と
質
、
勞
働
者
の
健
康
狀
態
、
災
害
事
故
頗
數
等
は
作
業
力
の
：徵
候
を
數
量
的
に
？

素
材
で
あ 

る
。
か
く
て
ヤ
決
定
要
因
の
變
更
に
依
つ
て
影
響
せ
ら
れ
.る
作
業
力
の
變
化
を
確
定
し
得
ん
.が
た
め
に
は
、
そ
の
決
宛
要
因
に
作
業
力
. 

の
あ
る
徴
候
の
變
化
が
對
列
さ
れ
得
ね
ば
な
ら
.ぬO 

:

か
く
て
吾
々
は
勞
働
科
學
の
問
題
と
し
て
は
次
ぎ
の
如
き
因
及
聯
鎖
を
取
扱
ふ
。
即
ち
、
決
定
要
因
丨>

作
業
力
ー
丫
微
候
。

例

へ

ば

、 

勞
働
時
間
I
作
業
能
性
->

作
業
結
集
。
而
し
て
決
定
要
因
‘
作
業
力
の
關
係
は
一
一
方
茴
に
渡
る
も
の
で
あ
つ
て
、
.印
ち
、(

一)

一
k
足 

要
因
に
侬
つ
：て
生
起
せ
ら
れ
た
、
作
業
中
の
作
業
力
に
及
す
影
響
、(
例
べ
ば
、
賃
銀
制
度—

勞
働
の
强
度)

及
び(

ー
a

一
決
定
要
因
に 

侬
つ
て
生
起
せ
ら
れ
た
、
作
業
後
の
作
業
力
'に
及
す
影
響
、(

例
べ
ば
、
作
業
の
種
類
ル
職
業
病)

之
れ
で
あ
る
。
経
一

a 

.私
は
.更

ら

に

目

の
勞
働
和
學
の
體
系
的
內
容
を
知
ら
ん
が
た
め
に
彼
の
揭
<;
,る
次
ぎ
の
如
き
表
式
を
示
し
て
置
か
うo

i

〇〕

'

a
y

:

作
業
力
の
決
定
要
因 

I

ソ
勞
働
の
種
類 

II
.
組
織
的
決
定
要
因

'
1

機
械
及
び
道
具 

\

を

從

業

方

法

：

3

,
勞
働
妞
織(

持

場

の

，配

置

、

分

業
•
作
業
交
替
、
作
業
準
備)

4

.
作
業
の
速
度
と
强
'度 

■
 
■ 

- 

5
勞
働
時
間

6
‘
勞
働
時
間
の
分
割(

例
へ
.ば
休
憩
時
間
の
長
短
並
に
其
の
配
置
筆
^)

7
,
.
.
賃
.銀
高

8
.
賃
銀
支
拂
方
法

9.
作
業
锻
及
び
災
窖
防
止
-の
.宣

傳

.

い

.

:

,

,

10
.
銃
制
と
訓
練
..

^
 

パ̂

*"
h

S

■

.

.

'

.

.

.

< 

.

勞
働
科
軋
に
就
れ
て. 
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三
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.

勞
俲
科
學
に
就
い
て 

U1

物
的
決
定
要
因(

作
業
材
料
の
性
質
、
作
業
場
及
び
持
場
の
狀
態

)

 

,'
1

材
料
.の
.性
質 

，

2

，作
業
場
の
氣
候(

溫
度
、.空
氧
の
動
搖
、
塵
埃
、
濕
度
、
臭
氣；

> 

3 

.照
明

'

‘

作
業
場
の
音
響
の
狀
態

.
5 

.持
場
の
狀
態(
装
備
、
快
適
、
廣
サ
、
社
交
的
狀§

IV

時
間
的
決
定
要
因 

•1-
#

ir

と
天
候
.

ン

2

週
日
.と
賃
銀
支
拂
期
日-

.〜
-

.
.
.

.

^
3 

.
1

日
中
の
時
刻
と
勞
働
時
間.

>

.

:動
的
決
走
要
因
、'-
-
變
化
の
出
現 

/

ノ
1

經
濟
的
浩
く
ル
政
治
的
の
も
の 

2

勞
働
市
場 

■ 

. 

3

熒

働

條

件
.

:

■
VI

個
人
的
決
定
要
因(

勞
働
者
の
性
質)

:

1
.
:民
族
、
國
斑
性
、
素
性(

出
生
地
及
び
そ
の
環
境
の
狀
態)

2 

.'年
齡

.

ぃ3
 

パ
牲
別
:
:
. 

:

>
4 (

象
庭
の
狀
態

(

5

，職
業
的
敎
養
2

般
敎
育
、
就
職
年
齡
、
勤
務
年
限
、
職
業
教
育)

•

.
6 

特
殊
の(

職
業
上
.重
要
な
5

特
性
の
種
類
と
程
度

,
.
7坐
活
费
と
白
常
の
習
慣C

健
康
狀
態
、
營
養
狀
態
、
住
居
、
自
由
時
間
に
於
い
て
何
を
爲
す
か
、
ア
ル
コ
ホ
ー
ル
飮
用
等) 

8
:
: ニ
般
的
心
的
狀
態 

(

ニ)

作
業
力
の
徵
候 

I

經
營
的
徵
候
' 

:

1
，
作
業
結
果
..

.

a
作
業
量
と
勞
働
速
度 

b

作
業
の
質
:

.
2
,

作
業
上
の
過
誤 

.

a

不
出
來
品
の
數

勞
勸
称
學
^
就
ぃ
て
 

l

r

(

山
ノ
七UL〕

_
.
.
.
 

f
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-
-
-
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-

-
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il
lf
iii



勞
.働
科
學，
に

就
い
て

b
 

災

害

數
':
-'
,'

3

1
作
業
費
。

：： 

a

,
源
料
-の
：消
費 

ぁ
機
械
及
び
#
具
の
消
耗 

丨
C
'
時
間
損
失
の
大
さ 

:

d
.
,
'
持

場

の

利

用

度
 

.

e 

'
勞
働
者
交
迭
の
度(
敎
育
S
 

II
個
人
的
徵
候
.
，

.

1

收
入
高

2

時
間
嚴
守
、
規
律
、
怠
慢.

3

職
業
上
の
安
声 

4
.

健
康
と
宛
亡
'

.

5

.
文
化
狀
態(

自
凼
時
間
の
利
用
方
法

)

 

6

體
ヵ
の
變
化 

a

 

ニ Y
#

業
力
の
成
因
：
■

.

I

作

業

能

性

' 

'
 

1

生

理

的H

ネ

ル

ギ

I 

2

心

理

的

エ

ネ

ル

ギ

ー

.

■
 

h

自
意 

_
 

’
 

■

右
.の
表
示
に
双
つ
て
明
か
な
る
如
く
、勞
働
科
^

の
對
象
と

な

る
作
業
力
の
決
定
要
因
並
に
そ

.の
m

M
は
甚
だ
し
く
多
檨
で
あ
つ
て
* 

現
實
の
作
業
に
於
い
て
は
そ
れ
等
の
個
々
の
も
の
、
或
は
そ
れ
等
の
，複
合
的
な
も
の
、
間
に一

義
的
な
依
#
關
係
の
探
究
は
容
易
で
は 

な
い
。
其
處
で
對
象
.の
か
く
.の
如
き
性
質
か
ら
方
法
論
上
勞
働
科
學
に
特
有
な
問
題
を
坐
ぜ
し
.め
、L

i
p
m
a
g

は
此
處
に
特
に
統
計
的 

方
法
を
論
じ
、
從
つ
て
勞
働
科
學
上
の
諸
法
則
は
歸
納
的
結
論
の
確
定
に
終
始
す
.る
ど
と
.を

明

に
.

V
勞
働
科
學
の
性
質
を
明
瞭
に
し 

て
ゐ
る
が
、
@

ニ〕

私
は
今
こ
れ
等
の
問
題
に
立
入
る
こ
と
!1
:
め
.て
問
題
を
進
め
た
い
と
康
ふ
0 

餘
ー
九 

O.ILipmann; I,ehrbuch. der Arbeitswissenschaft, 

HVO
3
2
.の.
f̂
ON
.

载
ニ
0

ebenda, s. 7

ふ
，

尙

ほ

L
i
p
s
i

の

勞

働

科

學

は

直

ち

に

心

理

學

ご

部

門

允

る

こ

.

W

を
慾
し
な

V
こ
ミ
は
明
か
で
あ

.る
が

、
.

C

こ
の
點
に
關
す
る 

L
i
p
m
i

の

見

解

に

就

い

て

は

S
.
1
4

 

B
參
愿
勞
働
に
於
け
る
人
間
を
充
分
考
究
し
得
ん
が
た
め
に
は
矢
張
り
心
理 

學
的
方
法
を
採
用
し
な
け

.れ
ば

'&
ら
ぬ
。
：
か
く
の

.、如

き

見

地

か

ら
.pr

s
a
u
t

は

E
1

1

の
勞
働
科
學
に
缺
け
た
る
所
を
補
は
ん 

.

ミ
し
て
社
會
心
理
學
的
、
若
し
く
は
集
團
心
理
：學
的
問
週
を
提
供
し
、L

i
p
m
a
n
n

が
數
年
前
に
試
み
た

^
働

科

^

の

表

式

ハ
G
f
?
.

I
 
 ̂
>

1

1

.
 

S. 3 
3

を
社
會
、$
.理
學
的
な
作
業
カ
の
決
矩
耍
因
の.表
式
：を
以
つ
て
補
足
せ
ん
さ
し
て
ゐ
る
。
が

Lipmann, 

勞
働
科
擧：

に
就
い
て
：
 

1

七
'

(

六
.七
3£
>



;勞
働
斜
學
に
就.い
.て

.'
I

A

r

六
七
十
、

v

 

自
鈥
は
：私
が
此
處
に
譯
出
し
た
彼
め
最
近
の
.
表
式
に
於
い
ぃ
て
：
&

&

0

補
足
を
殆
ん
ど
願
み
てt

い
。
そ
れ
は
、

L
i
p
m
a
n
n

が
社 

■

會
心
理
學
的
考
慮
を'輕
視
し
て
辰
る
の
で
は
：な
く
，
作
業
自
意
’に
關
す
る
1
般
に
心
理
學
的
研
究
：は
彼
の
；勞
働
科
學
の
方
法
論
上
單 

に
個
接
の
，意
義
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

P
k
u
t

の
見
解
杞
就
い
て
は
次
ぎ
の
も
の
を
見
ら
れ
度
し
。

P. Plaut; Massenpsychologie 
1
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,
■前
述
の
如
く L

i
p
m
a
n
n

の
勞
働
科
學
は
作
業
力
と
そ
の.炎
，考
要
因
と
の
間
の
取
關
係
を
鮮
明
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
。
し
か 

.し
乍
ら
作
業
力
の
大
小
を
菩
々
は
直
接
疋
確
に
認
識
し
得
な
，い
が
故

‘に
、
例
べ
ば
勞
働
坐
產
物
の
数
量
と
質
、
勞
働
‘背
の
健
康
狀
態
、
災 

害
樹
數
等
の
具
體
的
な
作
業
の
結
艰
若
し
く
は
作
業
の
隨
伴
現
象
を
そ
の

'徵
候
i

b
て
作
業
力
の
，大
小
を

過
ぎ
な
い
。
が
.か
く
の
如
く
種
々
な
る
徴
候
の
裡
に
現
は
れ
て
：

.居
る
作
業
力
の
大
小
を
構
成
す
る.も
の
は
、
■彼
に
依
れ
ば
、

能
性 

(

或
は
客
觀
的
作
業
力)

と
作
業
自
意(

或
は
主
觀
的
作
業
力)
と
で
あ
つ
て
、
そ
：の
兩
客
は
互
に
獨
立
し
て
變
化
し
得
る
も
の
で
あ
る
。 

從
つ
て
現
實
に
吾
々
が
同
一
程
度
の_

カ
な
り
と
判
定
し
得
る
も
の
も
、
時
に
は比
較
的
大
な
る
作
業
自
意
と
小
な
る
作
業
能
性
と 

の
結
报
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
、又
其
の
反
對
の
場
合
の
結
果
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
吾
々
は
こ
の
兩
者
の
間
匸
.明
確
な
一 

般
的
な
依
#
關
係
を
設
定
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
個
々
の
具
體
的
な
場
合
に
就
い
て
之
れ
を
觀
れ
ば
、
時
に
兩
恶
の

依
#
關
係
を
稍 

明
瞭
’に
認
知
し
得
.る
の
で
あ
る
が
、
其

處

でLi
p
m
a
n
n

は
、
吾

々

は
一
般
に
作
業
能
性
に
對
し
.て
よ
りよ
き

諸
條
件
を
作
り
出
す
場

合
に
.は
同
時
に
作
業
自
意
を
高
め
、
.從
つ
て
比
較
的
好
都
合
な
る
諸
條
件
の
下

，
に
あ
つ
て
は
勞
働
者
は
よ
.り
雄
Y

i

す
る
許
り
で
は 

な
く
、
又
よ
b
決
意
に
.集

し

、
而
し
て
そ
の
反
尠
の
場
合
に
は
反
對
の
結
.报
を
生
ず
^
v;
'
と
述
べ
.で
居
る
。
か
く
の
如
く
に
し
て
作 

業
力
の
大
小
は
常
に
作
業
能
性
と
^
^
自
意
の
共
働
の
結
艰
で
あ
つ
て
、
單
忆
そ
'の
何
れ
か
一
方
に
依
つ
て
の
み
決
定
せ
ら
れ
る
も
の 

で
は
な
い
。
し
か
し
乍
ら
勿
論
個
々
の
具
體
的
な
場
合
に
作
業
力
の
.決
定
要
因
の
變
化
の
あ
る
も
の
が
、
^

a
fj
g

#
に
、
他
の
も
の
が 

讓
自
意
に
影
響
し
た
と
い
ふ
結
論
を
吾
々
が
持
つ
こ
と
は
可
能
で
|

。
|

 一

)

，
:

.

力
を
.分
析
し
て
.そ
れ
が
、
作
業
慨
性
と
自
意
'と
よ
り
成
る
と
見
ら
れ
る
が
、

能
性
を
硏
究
す
る
も
の
が
；勞
働
坐
理
摩
で
あ 

り
、
こ
れ
に
對
し
て
勞
働
心
理
學
は
.作
業
自
意
の
'探
究
を
事
と
す
る
。
即
ち
こ
のg

科
學
南
門
は
作
業
力
の
各
成
因
の
硏
究
を
行
ふ
。 

が
假
令
そ
れ
が
如
何
に
精
細
に
行
は
る
、
に
し
て
も
^

*
カ
の
微
候
..の
確
證
を
直
接
問
題
と
す
る
.も
の
で
は
な
.い
。
從
つ
て
勞
働
坐
理
. 

學
と
勞
働
心
现
學
の
#
在
に
侬
つ
て
勞
働
科
學
の
存
在
が
否
定
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
'-
:
又
こ
の
兩
科
學
部
門
は
共
に
勞
働
科
學
の
一 

部
^.
な
す
と
見
る
こ
と
も
出
來
な
い
。
：換
言
す
れ
ば
勞
働
科
學
と
勞
働
心
理
學
及
び
勞
働
坐
趣
學
と
‘は
科
學
的
對
象
を
異
に
し
、
從
つ 

て
楚
等
の
科
學
に
於
い
て
樹
立
せ
ら
れ
る
科
學
的
法
則
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
更
ら
にL

i
p
m
a
n
n

，は
勞
働
科
學
が
右
の
兩
科
學
部 

PI
に
解
消
し
得
な
い
こ
と
の
三
理®

を
次
ぎ
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。

3

作
#
結
银
、
i

上

の

過

，誤
、
.作
業
费
等
々
の
«[
際
上
重
要
な
る
作
業
ヵ
の
諸
'^
候
は
1£
に
_

カ
の
諸
微
候
で
あ
つ
て
、
其 

處
で
は
_

能
性
と
自
意
と
が
詳
細
に
分
析
し
得
ら
れ
な
い
關
係
に
立
つ
て
ゐ
る
。

,
.(2
)

.「

各
種
の
決
定
要
因
が
勞
働
苕
.の
體
カ
と
心
的
狀
態
杧
如
何
様
に
影
響
す
る
か
は
ま
だ
全
然
一
切

の
決
定
，要
因
に
對
し
て
硏
究
し

勞
働
科
學
に
就
い
て
. 

一

九

(

六
七
七)



勞
働
科
學
に
就
ぃ
.て

 

rl〇
(

六
七
八) 

得
^
れ
な
い
。
か
べ
て
勞
働
科
學
を
勞
働
坐
理
學
並
杧
勞
働
.心
.理
學
忙
限
ら
ん
と
す
る
こ
と
は
勞
働
科
學
の
範
圍
を
著
1
く
制
限
す
る 

..と
と
に
な
る
.0
.

(3
)

努
働
生
.理
學
並
，に
勞
働
心
理
學
は
個
人
を
硏
究
.の
對
象
と
.七
.て
ゐ
る
。
從
っ
て
そ
の
硏
究
の
結
果
か
ら
每
勞
働
客
の
肉
'{i
f
的
並 

忆

心
理
的
狀
態
の
變
化
に
關
す
る
結
論
に
.如
何
程
達
し
得
る
か
は
屢
疑
問
で
あ
る
。
然
る
に
こ

の
事
は
勞
働
科
學
の
硏
究
趴
胄
の
罾
_ 

的
適
用
に
於
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
。託
ニ
三)

，

■
以
上
の
如
きL

i
p
m
i
.

の
勞
働
科
學
は
更
ら
に
應
用
心
.现
學
、
精
神
技
術
學
、
經
營
學
等
に
對
し
て
、
又
®
踐
的
に
は
勞
働
合
理 

化
の
間
題
に
對
し
て
何
如
な
る
關
係
と
地
位
に
あ
る
か
。
彼
の
具
體
的
な
例
證
に
從
へ
ば
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

:•
•勞
働
科
擧
の
問
題
は
、
例
へ
.ば
、1
經
營
內

に
發
坐
し
た
災
害
の

ー
定
の
割
合
が
勞
働
#
の
不
注
意
の
結
梁
で
あ
る
こ
と
を
‘確
證
し
、
 

勞
働
#

の
よ
り
よ
き
注
意
を
以

っ
て
す
れ
ば

ー.定
の
割
合
丈
け
災
害
激
を
減
少
せ
し
め
得
る
こ
：と
を
確
證
す
.る
に
あ
つ
て
、
如
何
な
る 

方
法
を
以

っ

て

.す

れ

ばよ
り
注
意
深
き
勞
働
卷

を
選
擇
し

得
る
か
、
.又
勞
働
者
の
注
.意
を
よ
り
よ
く
敎
養
し

得
る
か
に
關

す
る
諸
方
法 

を
握
供
す

る
こ
と
は
施
用
心
理
‘學
の
任
務
で

あ
る
。
而

し
て
此
處
に
提
供
せ
ら
れ

た
諸
方
法
中
の

一っ
を
^
擇

し
、
決
定
す
る
の
に
® 

用
.の
見
地
か
ら
こ
れ
を
行

ふ
の
が
經
營
經
濟

の任
務
で
あ
り
、
：最
後
に

そ
の
心
理
學
的

方
法
を
應
用
し
て
、

事
實
こ

れ
に
依
っ
て

双̂
 

數
が

減
少
し
た
こ
と
を
承
す

の
は
精
神
技
術(

學)

の
目
的
と
す
る
所
で

あ
る
。
.か
く
て

精
神
技
術(

學)

及
び
應

用
心
现
學
に
取
っ

て
は 

か
く
の
如
き
確
證
は
單
に
其
處
に
採
用
せ
ら
れ
た
方
法
の
効
果
に
關
す
る
證
明
に
就
い
て
の
み
踅
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
し
て
勞
働
科 

學
に
取
つ
て
は

其
處
に
採
用
せ
ら
れ
た
方
法
の

如
何
は
間
題
で
は
な
く
、
勞
働
者
の
選
擇
に

際
し
て
の
あ
る
特
性
の
考
慮
に
依
り
て
*

或
は
災
害
妨
止
の
宣
傅
に
依
り
て
災
害
數
を
減
少
せ
し
め
る
こ
と
が
出
來
た
と
い
ふ
確
證
、
即
ち
こ
の
問
題
の
最
初
に
亦
し
た
確
證
を 

此
處
に
种
び
ょ
り
確
固
た
る
も
の
な
ら
し
め
る
こ
と
が
正
に
勞
働
科
學
に
取
つ
て
蜇
要
な
蕻
埙
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
に
し
て
勞
働
科
學
上
の
諸
結
論
が
一
般
化
を
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、-
そ
れ
は
：止
に
合
理
化
、
社
會
政
策
、
勞
働
保
護
、
 

工
場
衞
坐
等
の
實
際
問
M
に
役
立
ち
得
る
こ
と
V
な
る
。
こ
の
意
味
に
於
い
て
勞
働
科
學
は
こ
れ
等
の
賢
際
問
題
の
諸
方
策
に
關
す
る 

諸
技
術
，に
先
行
す
る
.I

ヶ
の
技
術
學T

e
c
h
n
o
l
o
g
i
e

で
あ
り
、
芷
に
應
用
心
理
學
が
精
神
技
術
に
對
す
る
技
術
學
で
あ
る
と
同
檨
で
あ 

る
0.
.而
し
て
元
來
勞
働
科
學
は
學
問
の
た
め
の
學
問
か
ら
、
人
間
の
理
論
的
慾
求
か
ら
生
れ
た
の
で
は
な
く
、
實
際
上
の
要
求
か
ら
生 

れ
た
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
例
へ
ば
、
應
用
心
理
學
に
對
し
*?
:
:は
现
！

i

心
理
學
が
先
行
し
で
な
る
け
れ
•ど
も
、
勞
働
科
學
は
佥
く
事 

情
を
異
に
し
こ
れ
に
純
勞
働
科
學
が
先
行
す
る
の
.で
は
な
く
、
又
應
用
勞
働
科
學
と
純
勞
働
科
學
と
の
區
別
は
#
し
な
い
。
C
I
5 .只 

だ
人
問
勞
働
に
關
す
る
技
術
學
と
し
て
は
他
の
純
理
論
科
學
の
理
論
上
の
所
産
を
、
人
間
勞
働
の
合
理
的
形
成
の
因
的
の
た
め
に
役
立 

つ
限
り
、，1

技
術
學
に
綜
括
す
：る
。
此
處
に
勞
働
科
學
の
恶
，礎
を
な
す
理
論
的
諸
科
學
と
は
解
剖

學

、心
辄
.學

、生
理
學
、
記
述
的
勞 

ff
.

>'
r
b
e
i
t
s
k
u
n
d
e

)

®

r:)

經
鲁
學
及
.び
經
濟
填
で
め
る
。

-

.か
く
實
際
上
の
要
求
か
ら
生
れ
、.
實
際
上
の
諸
問
勒
に
重
要
な
關
聯
を
有
す
る
勞
働
科
學
は
、
し
か
し
乍
ら
、
價
値
判
斷
を
行
ふ
も

9

の
.で
.は
.な
い
。
努
働
科
學
の
所
産
に
就
い
て
價
値
判
斷
を
下
.し
、

こ
れ
に
從
つ
て
實
際
上
の
諸
方
策
を
確
立
す
る
こ
と
は
技
術
家
施
に 

實
際
家
.の
行
ふ
所
た
る
に
過
ぎ
ぬ
.。
&

x

cドi
p
i
n
n

の
斯
く
の
如
き
見
解
は
、
.精
.神
技
術
學
に
於
け
るM

i
i
l
e
r
b
e
r
g

以
來
の
俾 

統
.に
做
'ふ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
勞
働
科
學
_
體
の
中
立
性
は
'必
ず
し
も
勞
働
科
學
硏
究
者
の
興
味
の
；方
面
ま
で
も
左
右
し
#
な

勞
働
科
學
に
就
い
て 

ニ一
(

六
.七
九)
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い
も
の
と
見
ぇ
て
、Hi

p
x
n
a
n
n
-

は
彼
の
勞
働
科
學
體
系
の
序
述
の
锋
に
社
會
政
策
的
立
場
か
ら
、
抓
ち
勞
働
者
の
利
害
を
重
視
して
勞 

働
合
理
化
の
實
.際
問
題
に
對
す
る
勞
働
科
學
の
任
務
を
述
ベ
て
ゐ
る
。
s
i
w 

■

即
ち
そ
^
云

ふ

所

に

從

へ

ば

，、
勞

働

科

學

は

合

匪

化

の 

見
地
に
於
い
て
次
ぎ
の
如
き
問
題
を
解
決
し
な
け
.
.れ
ぱ
な
ら
攸
o
.

S

勞
働
者
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、へ
勞
鍋
の
最
善
な
る
形
成
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
o
' .

0

經
營
上
の
如
何
な
る
合
理
化
方
策
が
直
ち
に
又
勞
働
者
の
利
益
と
な
り
、若
し
く
は
少
く
と
も
勞
働
者
の
利
益
を
害
し
な
い
かo

(3
經
營
上
の
如
何
な
る
方
策
が
勞
働
者
の
利
益
を
害
す
る
か
？
此
の
場
合
に
そ
の
傷
害
を
避
け
ん
が
た
め
に
比
如
何
な
る
對
策
が
，
 

適
當
の
も
の
セ
あ
る
か
。 

.

而
し
て
特
に
M
M
の
第
三
の
問
題
は
從
來
尙
ほ
系
統
的
に
且
つ
科
學
的
に
.連
礎
づ
け
ら
れ
て
M'
ら
ず
、
從
つ
て
常
に
見
解
の
相
笼
が 

相
垫
立
す
る
狀
態
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
此
處
に
合
理
：化
の
發
展
の
た
办
.に
科
學
的
に
IE
確
な
石
結
論
を
準
備
す
る
こ
と
は
努
働
科
學 

の
最
も
茁
要
な
る
任
務
.の
1
つ
で
お
る
0

話一

三 

Lipmaxm, 

Lehrbuch, s. 21-22，

•

註1

一
三 

ebenda, 

S
.
14-15.
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自
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ぶ
は
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踐
^
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和
學
と
云
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言
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を
使
用
し
て
居
た。((Gnlndliss

. 

d. Arbeitswiss., S. 
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w

稱

す

る

も

の

は

の

前

述

の

如

き

見

解

W

は
興
な
り
、
作
業
力
の
決
定
要
因
卷
の
徵
候ミ
 

を
精
密
に
記
述
し
、
前
窜
の
何
れ
の
も
の
と
後
我
中
の
何
れ
が
勞
働
科
學
的
に
麗
關
係
付
け
ら
れ

f

l

yK
す
こ
ミ
を
目
的 

. 

ミ
す
る
。
從
っ
て
そ
れ
は
勞
働
科
學
の
最
も
笟
要
な
る
恶
本
的
な
補
助
科
學
た
る
に
過
ぎ
ぬ

0(

1
^
13-
1
1
<
:
,
$
.
1
3
0

註
ニ 
六 

Lipmann, 

Lehrbuch, s. 

16-18.

尙
ほ
彼
の
解
す
る
精
神
抜
術
ハ
を

)

、
赏
踐
的
心
理̂

及
び
應
MI
心
理
學
に
關
す
る
定
義
は
別
に
彼
の
公
表
す
る
所
で
あ
る
が
，
 

(Lipmann, 

Defini

d-.onen, 

Zeltschr. f. ang. 

p
s
y
c
h
o
r
B
d
.

 

4
1
,

ffieft 1/3, 

1932, 

S. 

2, 
ノ 

そ
、
こ
依
^

^
、
蚀2
:
^
^
^

(

學〕

ミ
は
心
理
學
的
手
段
を
以
っ
て
實
際
上
重
耍
な
る
結
梁
を
得
ん
こW

を
目
的W

す
る
一
切
の
技
術
上
の
規
淮
の
總
體
で
あ
0
、
實
踐 

的
心
理
學V

は
精
神
技
術
の
技
術
學
で
あ
っ
て
、
精
神
技
術
に
直
接
從
屬
若
し
く
は
先
行
す
る
科
學
で
あ
り
、
.應
用
心
理
學
の
一
部 

- 

門
をn

i
g

す
る
。
而
し
て
應
用
心
理
學
は
心
理
學
の
一
部
門
で
あ
っ
て
そ
の
取
扱
ふ
諸
問
題
は
理
論
心
理
學
か
ら
.で
は
な
く
、
他
の 

諸
科
摩
並
に
文
化
生
活
の
方
厢
か
ら
猓
り
來
る
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
彼
が
精
神
技
術
に
關
す
る
技
術
擧
は
應
阁
心
理
舉
な
り
ミ
沄 

ふ
は
、
.今
で
は
厳
密
に
は
そ
れ
は
實
踐
的
心
理
學
な
り
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

註
ニ 
七 

Lipmannj Lehrbuch, S. 411 u. 413.

六

以
上
の
如
きL

i
p
m
a
n
n

の
勞
働
科
學
に
對
し
て
罟
々
は
こ
れ
に
如
何
な
る
批
判
を
加
へ
得
る
か
o 

.
私
は
先
づ
彼
の
勞
働
科
學
が
迸
際
上
の
要
求
か
ら
坐
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
點
に
特
に
諝
者
の
注
意
を
惹
い
て
置
き
度
い
。
蓋
し 

こ
の
點
に
勞
働
科
學
に
關
す
る
他
の
諸
見
解
に
比
し
て
彼
の
見
解
の
透
徹
さ
が
窺
は
れ
、
且
っ
彼
の
勞
慟
科
學
の
#
立
の
意
義
を
吾
々
：
 

は
最
も
明
瞭
に
こ
れ
を
窺
知
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

最
初
に
爷
働
科
學
に
關
す
る
他
の
諸
见
解
と
の
比
較
を
試
み
て
兒
や
ぅ
。

一
見
し
て
彼
の
勞
働
科
學
は
勞
働
生
理
學
並
に
勞
働
心
理
. 

學
の
上
に
立
っ
て
席
り
、l

o
t
e
y
k
c

以
下
の
勞
働
科
學
に
類
似
す
る
や
ぅ
に
思
は
れ
る
が
、
單
に
勞
働
科
學
を
勞
働
に
關
す
る
生
理
學 

勞
働
科
學
に
就
い
て 

ニ

三
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一a

左
心
理
學
と
.に
分
解
歸
屬
せ
し
め
る
こ
と
ば
、
前
述
の
如
く
、
僻
の
否
定
す
る
所
で
あ
り
、
勞
_
科
學
と
：勞
_
生
理
學
.並

に

勞

_

心
迦 

學
と
ば
認
識
の
對
象
を
異
に
す
る
こ
i

f
明

か

に

ず

る

と

同

時

に

、
從

來

の

勞

働

科

學

に

比

し

て

方

法

論

：上

の

栽

礎

づ

け

，の
.上
に
論
理 

的
な
一
科
學
體
系
を
構
成
す
る
點
に
於5

て
遙
か
に
優
れ
る
見
解
で
あ
る
と
茇
比
ね
ば
な
ら
ぬ
0

.

M
ら
に
視
角
を
異
に
し
て
こ
れ
を
觀
れ
ば
彼
が
勞
働
科
學
に
於
い
て
、：決
定
要
因
丨

>
#業
カ
ふ
徵
候
と
い
ふ
，因
果
關
聯
を
問
題
に 

し
そ
、
然
か
も
他
方
i

力
を
分
析
し
て
作
業
能
性
と
自
意
と
し
な
が
ら
、
勞
働
生
理
學
的
硏
究
と
勞
働
心
现
學
的
硏
究
が
直
ち
に
勞 

働
科
學
的
硏
究
で
な
い
と
見
る
の
は
、
彼
％
勞
働
科
擧
の
實
踐
的
住
務
を
麗
視
す
.る
か
ら
で
.あ
..る
0
蓋
し
作
業
能
性
並
に
作
業
自
意
が 

そ
れ
自
體
獨
立
に
具
體
的
に
_

力
の
大
小
を
直
^
ぬ
定
す
る
こ
と
は
有
り
得
な
い
。
從
っ
て
勞
働
生
理
學
並
に
勞
働
心
理
學
の
所
產 

が
^

^
力
の
大
小
に
關
す
る
實
際
問
題
の
實
踐
的
科
學
的
規
準
を
提
供
し
得
る
場
合
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
各
は
常
に
作
業S

I

意
が 

同
一
で
あ
る
か
ハ
或
は
：i

能
性
が
同一
で
あ
.る
か
0
.前
提
を
持
っ
こ
と
に
依
っ
て
具
體
的
な
場
合
か
ら
は
數
步
離
れ
た
杣
象
的
な
方 

策
を
擧
げ
锝
る
.に
過
ぎ
な
い
こ
と
、
な
る
。
•加
之
、
勞
働
生
理
學
並
に
勞
働
心
理
學
は
實
踐
的
方
法(

特
に
實
踐
室
內
に
於
け
る)

に
迤 

き
、
且
っ
個
々
.人
を
硏
究
對
象
と
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
.そ
の
科
學
的
硏
究
の
所
產
は
ニ
郡
の
勞
働
者
の
作
業
合
理
化
に
於
け
る
具
體 

的
方
策
と
し
て
は
實
現
的
惯
俽
が
そ
れ
丈
け
小
で
あ
る
。
か
く
て
等
し
く
勞
働
合
理
化
と
い
ふ
實
際
的
要
求
か
ら
生
れ
た
と
考
へ
ら
れ 

る
、
勞
働
生
理
學
並
に
勞
働
心
现
學
に
滿
足
し
得
な
い
と
袞
ふ
立
場
を
表
明
す
る
も
の
が
彼
の
勞
働
科
學
で
あ
る

。
而
し
て
こ
の
■
は 

實
踐
的
に
は
作
業
力
：の
大
小
を
問
題
に
す
る
精
神
技
術
學——

彼
の
云
ふ
情
神
技
術
で
は
な
く
、
應
用
心
理
學
と
し
て
の
精
神
技
術
學 

——

に
對
し
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
實
踐
的
考
慮
か
ら
は
•彼
の
勞
働
科
學
は
確
か
に
從
來
の
精
神
技
術
學
に
對
す
る
一
部
の
不
信
を
表

明
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
つ
い
、
。

E
H
a
s
b
e
r
g

並

に

⑺H

の
勞
働
科
學
も
亦
そ
の
實
踐
的
任
務I

勿
論
彼
等
の
こ
れ
に
對
す
る
見
解
の
外
面
的
な
曲
飾
の
如
何

を
問
は
ず
-
-
が
作
業
力
の
大
小
に
關
す
る
限
り

L
i
p
m
a
n
n

の
勞
働
科
學
に
比
較
す
れ
ば
不
徹
底
で
あ
る
と
評
す
る
外
は
な
い
。

.
私
は
5 1

ら
に
ド
^*
I

目
の
勞
働
科
學
の
亦
在.の
意
義
を
明
か
に
し
や
ぅ
。

彼
が
勞
働
科
學
に
於
い
て
、
決
定
要
因
丨
作
業
力
I
徴
候
と
云
ふ
因
规
關
聯
を
問
題
と
す
る
の
は
、
勞
働
科
學
が
實
際
上
の
要
求
か 

ら
坐
れ
た
と
云
は
れ
る
■事
情
か
ら
は
誠
に
當
然
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
事
は
圖
ら
ず
も

最
も
直
裁
に
彼
が
勞
働
.称
學
の
存
在
の
意
義
を 

述
べ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
と
一K

つ
て
い
、
。
蓋
し
•吾
々
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
私
が
®
論
じ
た
が
如
く
、
實
際
上
の
要
求
と
は
勞
傲
者 

に
就
い
て
は
所
謂
勞
働
能
率
の
增
進
で
あ
り
、
勞
働
の
_

力
の
增
大
で
，あ
る
。
勿
論
彼
固
身
は
勞
働
科
斟
の
W
踐
的
問
題
と 

し
て
勞
働
の
最
善
な
る
が
ま
と
沄
ひ
、

.a
つ
勞
働
合
理
.化
の
社
#
政
策
的
問
題
を
重
視
し
て
は
居
る
が
、
又
他
方
に
於
い
て
勞
働
形
成 

が
國
民
經
濟
的
に
も
、
私
經
濟
的
に
も
、
又
勞
働
容
の
立
場
か
ら
も
行
ひ
得
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
國
民
經
濟
的
立
場
と
私
經
濟
的
立 

場
、
或
は
又
經
營
政
笟
的
立
場
と
勞
働
者
の
立
場
の
亙
に
相
容
れ
な
い
も
の
\
あ
る
こ
と
も
充
分
知
悉
し
て
居
る
が
、
§

ー6

何
人
も 

彼
の
揭
ぐ
る
勞
働
科
學
の
具
體
的
內
容
を
示
す
べ
き
作
業
力
の
決
宛
要
因
並
.に
徵
候
に
關
す
る
表
式
す
見
る
も
の
は
I

讀
老
は
特
に 

徴
候
に
關
す
る
表
式
の
部
分
に
注
意
せ
ょ—

_

力
の
大
小
を
㈣
じ
て
如
何
に
經
營
鼪
濟
に
取
つ
.て
の
.み
重
要
な
事
頊
の
並
列
を
以 

つ
て
終
っ
て
ゐ
る
か
を
直
ち
に
了
解
し
得
る
で
あ
ら
ぅo 

‘か
く
.て
彼
の
勞
働
科
學
は
、
彼
の
此
會
政
策
的
意
圖
.の
#
す
る
に
も
拘
ら
ず
、 

實
踐
的
に
は
作
業
力
の
增
太
を
通

じ

て
資
本
家
的
經
營
政
策
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記
本
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の
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の
際
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私
は
仙
峯
；に
開
か
れ
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第
四
囘
日
本
心
理
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に
出
席
の
た
め
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間
も
な
ぐ
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發
し
な
け
れ
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な
ら
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し
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又
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た
め
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な
か
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。
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